
【社会科】教科提案

一人一人の学びの充実をめざして

～ ひとり学習を全体学習の場面へ ～ 

1 . 研究テーマ設定の理由

(1)学校提案とかかわって

「学びをデザインする子どもたち」とは，主体的に学びを深めていき，社会科のねらいに自ら近づい

ていける子どもたちのことである。これは，土台となる学級風士の中で育まれていくものである。

まず，単元の中でめざす子どもたちの姿とは見通しをもって学習に取り組んだり ，課題を見いだして追

究したりしていく姿である。そのためには，魅力的な教材づくりや課題設定が必要である。単元や晶題を

工夫することで，子どもたちが学ぶ筋直を考えようとするきっ力対をっくつていくのである。そうすることで課

題解決意識が高まり，ひとり学習が深まると同時に課題に向かう学級風土も育まれていくのである。社
会科の学習内容は，主として現代社会の事象を取り上げるため，より具体的・直接的に現代社会とかか

わり合う。事象を単に知識として獲得するだけではなく 「ひと• もの • こと」という具体的な対象とか

かわらせる中で認識される。そして，追究していく 過程を通して深化させていくのである。自ら追究す

る中で獲得していった知識は，単に知識の増加にとどまらず， 知識を獲得するための筋道や学び方をも

体得するはずである。そのために，教師は一人一人の子どもによりそいながら，学習意欲やそれぞれの

課題意識を高めていく 支援が重要となる。 例えば「子どもたちは，今どのようなことに興味 • 関心をも

ち， 追究しようとしているのか」とか「この子は，この問題をどうとらえどのように対象に向き合 うだ

ろうか」という視点が必要となってくる。 子どもたちはその追究の過程を通じて知識 ・理解を獲得し，

よりよく課題を解決する方法や能力を身につけていくのである。

単元全体を通して，その個の変容を探っていくためには1時間1闘閉び受業についてもその学びを丁寧にみて

いく必要がある。ここで大切にしたいことは子どもの気づきを見逃さないようにすることである。そして，い

くつかの気づきから子どもたちによる焦点化を支援し，課頓顎央＼と向かわ匂こい。どの場面においても「学

びをデザインする」 ことは，教師のみとりと支援が重要である。教師は学習意欲を刺激し，方向づけ，

学習活動を支援する存在でなければならない。

(2)社会科でめざす子ども像

社会科噂狛勺な目枷ま饂琴鱈んでいくために必要とされる「公亭囀虞麟養う」ことである。

一人の人間と しで仕会に対してどうかかわり， 社会出林り中で自分はどう生きていくかを考え，社会の中で望ま

しし而動がとれるようにすることである。これは子どもたちに自分なりの「社会的なものの見方や考え方」を育

てることと関里している。したがって仕会科学習では困会的なものの見方や考え方」を身につけるようにする

ために社会的事象に主｛栢勺にかかわらせていくことが大切である。

そこで， 「社会科教育を通してめざすべき子どもの姿」を，次のようは敗Eしt~

A: 事実を的確にとらえ，こだわりをもちながら学習をすすめていける子

B: 社会的事象への公正な判断力を持ち，未来への生き方につなげられる子

Aの「事実が隋窟にとらえ」とは事実に基づいて見たり考えたりすることである。様々な社会的事象から具

靡勺な事実を的確に読み取ることが大切である。子どもがもっている社会的事象に対する見方や考え方は多様で

あり，それは，既習内容の理解や囲甜栂倹の差異に由来する。 「こだわりをもちながら学習をずすめる」とは

社会的事象に対して認閉を抱くことも含め，自分なり口頴沢僧味づけ）して考察することである。新たな社会
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的事象と出合ったときに他者の考えと自分の考えを比餃したり，共惑，深化したりする場を鉗＃学習ととらえ

ている。全卒学習の中で， 一人一人が友だちとかかわりながら，自分の思いやこだわりをもって学習をすすめる

ことにより，社会的事象をより総合的に把握したり考察したりすることができると考える。

Bの国会的事象ぺ呪母El,坪断力をもち」とは社会的事象を一面的口翌財ーるにとどまらず，多角的 ・多

面的にとらえることで，事象や課題を公正力ど総合的に拍掬甘る力を育むことである。社会的事銀の多くは立

場を変えて見れば当然異なる見悌炭ヒじるものである。多角的 ・多面的にとらえることで，より広い視野から考

察・ 判断でき，子どもの中に個出内な見方や考え方炉育っていく。また，自分の見方や考え方を表現し合い，友

だちと比餃・交荒することによって，より公正炉瑶鋭泊勺なものの見方ができるようになる。 「未来への生き方

につなげられる子」とは 自分が缶舌している社会に深バョ矢覧や愛着をもち，それをもとに自分なりの未来の生

き方を描き出すことである。社会的事象を自分の宕舌や自分自身とのかかわりの中で見たり考えたりすることで，

自分の考えや夢をより広げ，自分なりの生き方や囲邸呪女筈こつなげていけるのである。そして“自分にとって

ぱ' "自分ならば’など，自分を社会とのかかわりの中で見つめ直し，未来ぺ虎ヒき方につなげていくことがで

きる子に育ってほしいと願っている。

2. 社会科学習における「学びをデザインする子どもたち」

社会科学習の具体的なねらしはま子ども自ら力頓題箇哉をもって意的的に学ぶ態度をはじめ，自分なりに思考

じ晰しながら問題を解央する力や自分の言葉で表現する力，学習の成果を自らの出甜り上に生かす力などを身

につけさせることである。社会的事象を単なる知識とじ⑰廓するだけでなく，社会的事象を多角的・多面的に

とらえることで総紺内に半1掬サることが重要である。

このようなねらいむ華及し，社会科学習を一層意義深ハものにしていくために全体学習と同即こひとり学習

を大切にしたいと考えている。全体学習は考えをすり合わせ練り合う場であり，ひとり学習を発展させる場でも

ある。全体学習はひとり学習のためにひとり学習は全体学習のために相互に関墾しあいなが吋虹置づけられる

のである。 「ぼくはCDだと思う」 「わたしは CDについてこんな詔明をもっている」というように学習対

象に対して個人の思いをしっかりもつことから，ひとり学習がスタートする。学習対象と出合い，子どもたちは

様々な詔明をもちながら追究甜功をすすめるが，このとき教乖ま誰がどんな事を調べ，どのように筍叱乍りを

しているのかを確其こ四屋しておくことが大切である。また， 自分マ溺罪梵解決できない子に対し，調べ方や考

え方を助言することもある。ひとり学習をすすめ，深めることは 地図やグラフなどの具佑iげ銘料を効剰的に活

用し，地甜丘ミの社会的事象⑰持色や関連などについて考える力，調べたことを自分なりに表現する力剤判長さ

せることにもつながると考えている。

ネ土合呑斗では特こ1時間の学習の中で「学びをデザインする子どもたち」の姿を提案していきたい。全体学習で

話し合いが始まると，いろいろな考えが出てくる。友だちの考えをしっかりと聴き，自らの思いを出し合う中で，

「なるほど，そんな見方や考え方があるんだね」と友だちの考えに共感することや， 「ぼくとCDさんとは考えが

ちがうようだから，◇◇を用意して，もう一度ぼくの意見を言バ直してみよう」というように学習対象に対する

自分の考えを見つめなおすきっ力対になり，新たなひとり学習四閑瞑緞定されることが多い。このように子ども

たちで相互に東朦し合い，友だちの考えを知る中で自分の考えを一層深めることは社会的事象や課題を公正かつ

総合的に判析する力を育てる上でも大切である。また，友だちの矢暉沢考えを比べたり ・つなげたり ・まとめたり

することで，考えや患いを荊翫反し，具｛柏勺な事其こ対する理悌坪庶まるのである。

(1) 社会科におけるみとりと支援

社会科における着目児とは単元を見通して設定する。単元で変容を期待する子，単元とかかわりの深い子，

課題意識の高い子などが考えられる。単元をすすめていく中で，着目児の変容を追いながら，子どもたちが「

ひと •もの •こと」 とどうかかわっていくかをみとっていく。 課題に対して着目児のアプローチの仕方をみとること

によって，子どもたちがより学びをデザインできるように支援していく。 そのために作文や座席表，カルテ，授
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業記録などで個の学びをみとり，支援していく必要がある。

課題意識を深化していくためにも，一時間⑰受業におけるみとりに焦点をあて研究していきたい。教師は，学

級全体で課顎解決へと近づけていくために子どもの考えを把握する。子どもたちの考えを把握し，整理

しながら， どの子の考えをとりあげれば学びが深まるのかといった視点をもち，子どもたち自ら焦点化

する話し合いができるよう個に応じた支援も大切にしていきたい。

(2)社会科における課題意識

3年 4年 5年 6年

教師と共に単元全体の見 社会的事象から課題を見い 社会的事象について広い視 社会的事象について広い視野

通しをもって，友だちの だして追究し，多様な考え 野から課題を見いだして追 から課題を見いだして追究し

考えにかかわり，違いや同 に進んでかかわり， 他者と 究し，多様な考えに進んで 自分の生き方を考え，多様な考

じところがわかり，新たな ともに新たな考えをうみだ かかわり，三位一体の対話 えに進んでかかわり，三位一体

考えをうみだす。 す。 で自己の変容に気づく。 の対話で自己の変容に気づく。

上記に示した課題意識を深化させていくために社会科としては以下のようなことを大切にしていきたい。

3年 4年 5年 6年

学び方を学び，社会事象に 社会的事象を的確に観察， 間接的な資料をもとに，社会 間接的な資料を理解し，社会

ついて必要なことを集め， 調査し目的に応じて読み取 的事象を的確に観察，調査し目 的事象を的確に観察，調査し

表現する。 ったり， まとめたりする。 的に応じて活用する。 目的に応じて活用する

(3) 5年生「日本の水産業」から

課題「串本町の養殖業はこれからどうなっていくのかな？」 （一部授業記録を抜粋）

かおん：り ょう くん言ったみたいに蓑殖業が少しずつ広まっているのはわかるんやけど，さっきか

らみんなが一番話題にしてる働く人が減る話で， 3分の1以上にへってるやん？収入が不安

定だし，やっぱり人がへったらあかんのちゃう？わた しははじめ安心やった。でも，調べ

れば調べるほど，心配な所がわかってきたんよ。心配を安心に変えるには自分たちがもっ

と頑張っていかなくちゃ？組合長や他の人に伝えていかなあかんと思うんだけどどう？

な み ：かおんちゃんに続けて，わたしも悩んでて，やっぱり 心配を安心に変えなあかんと思 う。

養殖業の悪い所や問題点をしつかり見つめて直していかなくちゃ。悪い悪いって言うんじ

ゃなくって対策を考えて心配を減らすことを組合長さんに伝えていかなあかんと思う。

かんと ：みんな心配をへらすっていうてるけど，天然がも し全滅したら，完全養殖しかない。マグ

ロなくなったら養殖できない。みんながいろいろ言ってるけど，マグロがなくなったらパ

ーやん？ そんなことよりもマグロをどうにかせんなんと思 う。

ともこ：かんと君がマグロ無くなってしまうっていうたやん?2048年に絶滅するって言ってたけど

もっと技術が上がると思うし，たくみ君がいうてた台風の対策を研究したらいいと思う。

T : ってことは養殖業の対策の話をしてるんやね？

ともこ： そう，たかし君がいった輸入が多すぎるっていうのも，もっと輸入の制限をしたらいいん

やと思う？そんなふうにいろんな工夫や対策を組合長さんに伝えたらいいと思う。

たいき ：ともこちゃんが輸入をへらすとかいったやん？みんなはまぐろを増やしたいんやろ？まぐ

ろがいなくなったら困るやん。だから，心配なことをなくす。例えば，輸入を制限したら

輸入が増えすぎて魚の乱獲することをなくせるやん？だから，組合長さんへのPRはもっ
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と天然マグロの話も聞いてから考えたらもっといいんちがう？例えば，吉田さんは稚魚

から育てるから，乱獲せんと完全養殖にしたらとかそんなんも伝えたらええ。

T : たいきくんたちは，組合長さんに心配なことも変えるように伝えるっていってるよね）

みんなはどうなの？組合長さんに何を伝えたらいいの？グループで話し合ってみて。

グループ学習

グループ学習のあとも，多くの子どもが友だちの意見を聞き，考えを深めたり変えたりした。このよ

うに，他者の意見に触れ自己の考えを更新 ・変容し学びをデザインする子どもたちの姿が，本時の中で

見られた。串本町や那智勝浦町の水産業を入口として， 日本の水産業の課題や未来について考えること

ができた。そして，出会った多くの方々が，学習を高めてくれる貴重な指導者となり，子どもたちにと

って大きなエネルギーとなった。この出会いの一つ一つが働く人々の願いや工夫を知るきっかけになっ

た。また，様々な活動を通して， 自分の思いや考えを確実なものとすることができた。 そして，いろ

いろな立場の人と接し，学校だけでなく現実の社会とのつながりを持ったことで，対象 •他者との対話

をすることができた。そして，自分の考えを吟味することができ，地i或社会に対する誇りと愛情を持と

うとする変容が見られた。単元を通し個人の振り返りカード，作文等の活用により，他者との見方・考

え方の違いや自分自身の見方・考え方の変容にも気づくことができ，三位一体の対話がうまれた。

3. 研究の展望

ひとり学習と全体学習を交互に取り入れる社会科学習を，より充実させるたぬ屑駆要なポイントとして次の3

点を研究の視点としt~

(1) 学習単元の開発と充実学習課題とのかかわり

子どもたちが腺味 • 関心をもつような活動や調査見学を取り｝れた単元計画が必要である。 また， 他の友だち

との学びの知流を考慮した学習課題が大切である。学習課題とは子どもたち⑬ョロ覧聰識からスタートし， ‘相

互の刺嗽をしあう中芍架ヒ発展していくものである。学習課題と出合ったとき，子どもたち虞莱々な詔明を

もちながら追究をはじめる。問顆寄せ奴追究の応勇しがもてる切実感図ぅる学習課顎でなければならない。

(2) ひとり学習における子どもの変容

学習課題と積櫛勺にかかわっていくと，ひとり学習び土環聰識が深まっていく。指導者にとって一人一人のみ

とりと支援が特に重勁こなってくる。ノートや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変容を把握し

ながら単元開如こいかしていきたいと考えている。個□芯じた兒援をすることで，子どもたちが調べてきた様々

な考えをつなぎ，焦点化しながら全体学習をつくつていく。

(3) 対言舌芍ざ習C構築

ひとり学習噂屑ゞてきたことや考えてきたことを全体学習で他者と対話させる中で， 一人一人の学び万質を高

めることができる。対話学習ではともに学訊練り合う場面を即こ大切にしたいと考えている。

4. 研究の評価

自分の思いや皆え方の圏処となる資料等を，ひとり学習でみとるとともにその変容を四：する。様々相甜枷こ

おけるノートや侑匹卒で，個々の学びをみとり評価する。全体学習では話し合バ譴屁通して，対話の深まり

方を探り，評価する。子ども自身が学習を振り返る作文で，公正りて総命的に判析する力が育っているかを評価

する。 単元の導入と終末には作文を書いて，自ら変容を意識し，確かめるようにしている。また，学

びの足跡を掲示したもので確認したり，個々でファイリングしたりすることで，新たな課題を見つけて

学びを深めている。
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